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場所をお借りすることが決定。諏訪小学校側に企画書（案）を提出。フィールドワーク、地域交流を目

的とし、近隣自治会、諏訪小学校・中学校が参加する地域清掃に参加（１１月２３日：祝日）。 

 

３．今年度の成果・課題点 

成果として、第一に、諏訪小学校との合意形成が取れたことだ。私たちのプロジェクトが小学校にど

のように関わっていくか、企画を説明し意見交換を行いながら小学校の了承を得て、春と秋の農園の準

備作業や「野菜バザー」などの支援活動ができたことである。 

第二に、諏訪小学校の課題点が理解できたことだ。小学校は、教職員の人手不足から、子どもたちの

演奏、演技発表等、地域イベントへの参加が難しいこと（事前打ち合わせ等に出席できない）や農園管

理が不十分になってしまっているという厳しい現状を把握することができた。※ブラスバンドの器材運搬な

どは、国士舘大学の学生ボランティアが行っている。 

第三は、これまで正門で販売し保護者がお客様になっていた「野菜バザー」を外（諏訪名店街）で実

施することができたことである。児童が学校から地域に出向き、売り手側になることで、生産活動、商

品づくり、価格設定、販売、換金と、児童が経営の考え方を学び、これまでと違った目線（市場として

の捉え方）で地域を見ることができたのではないか。また、子どもたちと地域の交流や「諏訪小学校野

菜バザー」を広く認知してもらうことが出来たのではないかと考えている。 

最後に、諏訪地域全体の特徴が把握できたことである。諏訪地域には、大きな都営団地があり、お年

寄りや外国人の方々が多く住んでいる。また、諏訪小学校に通う児童数は、全校で 149 名と大変少なく、

各学年 1 クラスとなっているため、運営する教員数も全体で 15 名であることが確認できた。諏訪地区委

員会会長主催のラジオ体操への参加や、諏訪小学校周辺の地域清掃などに参加し色々とお話しできた。 

 プロジェクトの課題は、自治会の構成や小学校周辺地域に関して勉強不足、情報不足があげられる。

ゲストティーチャーの依頼を頼まれていたが、小学校が希望する方を紹介することができなかった。 

第二に、小学校との連絡方法である。メールが使えず、ゼミ担当教員から小学校に FAX で連絡、先方

からの電話回答を待つという方法であった。ご担当の先生とはなかなか連絡がとれずに、タイミングを

逃してしまうことも多かった。紹介したゲストティーチャーがいつの間にか断られていたり、野菜バザ

ーの日程が最終打ち合わせで変更になっていたりと戸惑うことが多かった。早く、正確で、確実なコミ

ュニケーション方法を検討しなければならない。 
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